
令　和　元　年　度　　　自　己　評　価　表

今年度の重点目標

具体項目
学部
学級

評価 改善方策

小学部 B

・より児童の将来像を共有していくために、継続して家庭、
関係機関との連携を図る。

○社会とのつ
ながりを意識
した授業づく
り

中学部 C

・中学部の学習全体において、地域と関わることが可能な内
容を検討し、積極的に実践していく。
（生活単元学習、社会科、国語）等

○発達段階、
年齢に応じた
社会資源を活
用した取り組
みの広がり

高等部 B

・計画を元に取り組みを継続し、生徒の役立ち感や自己肯定
感を高める。また、卒業後も意識しながら自己理解が深まる
ようにする。

○福祉機関、
病院等との連
携

訪問学級 B

・病棟スタッフと引き続き連携を図り、申し受けの情報を教
員同士共通理解していく。また、安全に学習できるように移
乗、姿勢変換等教職員同士、教職員と看護師で確認し合う。
・リハビリ懇談会で得た情報を他の学習でも生かしたり、理
学療法士と連携し、より効果的な支援を行う。

総務部 B
・行事後のアンケートをもとに、問題点を検討し、改善して
いく。

小学部 C

・研究で取り組んでいる内容（年間指導計画の整理）も踏ま
えて教育課程の検討をすすめていく。
・課題学習、自立活動について、実態把握、学習内容の設定
について共通理解する機会を持つ。

○学習集団の
育成

中学部 C

・昨年度の実践を発展させながら、授業の質を高めていく。
授業計画の段階での話し合いの時間を確保し、昨年度の研究
内容を含めた協議ができるようにする。

○主体的に学
ぶ態度の育成

高等部 B

・取り組みを継続して生徒・保護者とのより深い信頼関係を
構築していくと同時に、関係機関等を巻き込んだ教育相談を
意識していくことで、より自立に向けた力が定着できるよう
にする。

〇学ぶ環境の
工夫

訪問学級 C
・ICT教育機器、実態に応じた教材を情報共有していく。

○内容の整理 教務部 C

・実際に新様式を使って目標設定を行いながら比較をした
り、各学部で先生方の意見を聞いたりしながらよりよい方法
について検討を進める。

C

・１１月末の全体研究会にて整理を進めている教育内容・指
導計画の確認・共有化を行い、年度内に整理を行う。県外大
学の専門家に指導や助言を聞く機会を設け参考にする。

D
・整理した年間指導計画等の目標・内容や白兎の付けたい力
の要素について分析する。研究部だけでなく、教務部、キャ
リア教育部、研究推進委員会等と連携を図り進めていく。

・児童生徒の学習状況の把握に活用できる仕組みの整理は、指導計
画や指導の在り方の整理後、整理した年間指導計画等をもととしな
がら秋以降に取り組む方針としている。

・全職員でグループ研究を行い、新学習指導要領に対応し、白兎の
付けたい力を組み込んだ教育内容や指導計画の整理が進められてい
る。県内外等からも情報収集を行い、研究を充実化させている。

・児童生徒の学習状況の把握に
活用できる仕組みの整理が行わ
れている。

・研究部だけでなく、教務部、キャリア教
育部等他の分掌や研究推進委員会等連携を
図り、協議や整備を行う。

・学習評価の在り方について検討し、
「評価」－「改善」につなげる仕組みを
整備する必要がある。

・各教科・領域における具体的な指導内
容の設定及び配列、「教科別の指導」と
「各教科等を合わせた指導」との関連、
単元間のつながり等についての検討・整
理が必要である。

・家庭、関係機関と連携をとり、基本的生活習慣の確立（身辺自
立、挨拶、時間を守る等）をめざし、学校生活の中で着実に身に付
けてきている。懇談等でも共通理解をしている。

・総合的な学習の時間を活用して、地域探検に出かけ地域のことを
知り、地域の方とふれ合う計画を立ててきた。直接の交流体験は、
１０月以降の予定であるが、交流に向けて内容を考え、発表の練習
をしている。

・全職員体制でグループ研究・学部研究を
行い、教育内容等の整理を行う。
・県内・県外校の視察や情報交換等を行う
等、情報を収集を図り、学習状況を把握で
きる仕組みの整理を行う。

・連絡帳や電話による連絡、家庭訪問等を積み重ね、生徒・保護者
との信頼関係を構築しつつある。その中で、保護者と連携しながら
生徒の自立に必要な力の定着に日々努めている。

・指導要録の様式が来年度より小学部から順に変更になることも踏
まえて個別の教育支援計画や個別の指導計画の様式の見直しを行っ
ている。様式を変更することによる問題点やそれを解決するための
具体的方策等を、各学部教務や教務部で検討中である。

・地域とつながる学習の内容を検討し、計
画的に地域とつながる学習を進めていく。

・クリーンクリーン活動や白兎まつりを通して、地域の方々とふれ
あえるように、準備を進めている。

・白兎まつりやクリーンクリー
ン活動等を通して、地域の方々
とのふれあいを深めている。

行事の案内や様子をホームページに掲載す
る。行事後にアンケートを実施し、問題点
を改善していく。

・生徒が地域を知り、地域の方
とのふれあいを有意義に感じる
活動を計画推進している。

・児童生徒一人一人が障がいや
その程度、発達段階に応じて学
習に見通しや期待を持ったり、
病棟と学校生活への切り替えを
意識したりして生活する。

・新学習指導要領および、白兎
の付けたい力に合わせた教育内
容や指導計画の整理が行われて
いる。

・病棟からの申し受けやリハビリ懇談会等
で得た情報を日々の学習に取り入れ、支援
の改善や充実を図る。

・ICT教育機器を使って主体的に
学習に取り組んでいる。

・実態に応じた適切な環境を学部内で協力
しながら整備し、アイデアを出し合い、
日々改善に努める。

・的確な実態把握を行い、教育
課程や教育内容について検討
し、改善が図られている。

・本年度の研究（教育内容等の整理）の推
進とともに、学部の教育課程検討委員会に
おいて検討する。

・生徒、保護者一人一人の存在が認められ
る安心感を基盤としながら、普段の肯定的
な関わり、連絡帳や電話等における関係づ
くりを進めていく中で、生徒、保護者との
信頼関係を構築する。

・昨年度の研究を活かして学ぶ意欲を高め
る授業づくりに努める。

・生徒と保護者、学校が、自立
に向けて必要な力を共通理解
し、その定着に努めている。

・新しい教育の流れを踏まえ、
生徒実態に即した教育内容の整
理を行い、学ぶ意欲の向上を目
指した授業づくりに取り組んで
いる。

・授業の計画を立てる際や実践途中の過程で、生徒の実態に即した
授業について話し合いを持っているが、時間的、内容的にも十分な
協議にはなっていない。昨年度の研究内容の主体的、対話的で深い
学びを目指した授業づくり等について、再度確認し合う必要があ
る。

・個別の教育支援計画や個別の指導計画の
様式、それを作成するための保護者アン
ケートや記入例の見直しを行う。

・個別の教育支計画や個別の指
導計画の様式を、研究で行われ
る年間指導計画の整理と同じ方
向性で見直すことができてい
る。

鳥取県立白兎養護学校

・地域の教育力を取り入れた学習活動を数多く計画している。機会
をとらえて少しずつ実践し、生徒も役立ち感や満足感、自信を高め
つつある。また、進路担当を中心に企業等との連携も進んできてい
る。しかし、適切な自己理解や卒業後のイメージについては、コー
スや個々の実態により十分とは言えない状況がある。

中長期目標
（学校ビジョン）

人と関わりながら自立と社会参加に向けて
努力する子どもの育成

・地域や企業等と連携した教育活動の推進
・「何を教える（学ぶ）のか」教育内容の整理
・様々な危険から安全を確保する防災・安全教育の充実
・チームで取り組む教育相談・支援の充実
・地域におけるセンター的機能の充実

年　　　　度　　　　当　　　　初 評価結果　（ ９ ）　月

評価項目 現　　　　　　状 目標（年度末の目指す姿）

・生徒と保護者、学校が、適切
な自己理解のもと、卒業後の働
く姿をイメージしながら進路に
ついて考えている。

・適切な実態把握のもと、実習先や地域を
巻き込んだ学習を展開していくことで、よ
り適切な自己理解が図れるようにする。

・卒業後に働き続けられるよう、自己理
解（自己有用感・障がい理解）の深まり
が必要である。

経過・達成状況

・懇談や支援会議等で児童の発達の状況や
将来像について共有し、学校、家庭、関係
諸機関で一貫した指導を行う。

　　　　　　　　　　　白兎のあいうえお
　　　　あ  いさつを交わし　みんななかよく
　　　　い　のちはひとつ　自分も友達も大切に
　　　　う　 んどうをして　健康で元気な身体
　　　　え　がおいっぱい　楽しんで学ぶ学校
　　　　お　もいやりのある　豊かな心

目標達成のための方策

１　地域
や企業等
と連携し
た教育活
動の推進

・基本的生活習慣の確立や人と
の関わりの広がりを目指した実
践を重ねている。

・地域生活につながる学習活動（基本的
生活習慣、余暇活動等）を充実させてい
く必要がある。

・地区老人クラブとの交流会や総合的な
学習（探究）の時間を通して、地域の
人、ものに関心を広げている。

・病院関係者（看護師、医療、リハビ
リ、療育等）や保護者と連携を図りなが
ら、安心・安全な環境作りに向け、実態
把握に努めている。

・病院スタッフと連携を図ることで、校外学習に向けて教場への登
校や病室外へ出る学習の機会が増えてきた。リハビリ懇談会で得た
情報を自立活動「からだ」の学習に取り入れている。

地域の方々とのかかわりの充実が課題で
ある。

・情報教育部員を中心にICT機器（視線入力装置、音声出力スイッ
チ、iPad、OriHime）を学習に取り入れて学習する機会が増えた。

・各学級で実態把握を元に個に応じた学習活動を進めている。教員
間で実態把握、理解に差があり、実態把握の仕方について学部全体
で検討し、共通理解する必要がある。

研究部

２「何を
教える

（学ぶ）
のか」教
育内容の

整理

・個別の教育支援計画や個別の指導計画
の様式が新学習指導要領や白兎のつけた
い力に対応していない。

・昨年度の研究の成果と課題を踏まえ授
業改善に取り組んでいる。本年度は、地
域とつながる学習及び新学習指導要領の
趣旨を踏まえた教育計画立案をしていき
たい。

・ICT教育機器（視線入力装置、iPad、個に合った
アプリ等）を日々の学習の中で活用しはじめてい
る。

・障がいの重度重複化、多様化に伴い、
児童の実態に合った教育課程、教育内容
を検討していく必要がある。

・卒業後の自立した生活に必要な基本的
生活習慣が定着していない。



キャリア教育部 C

・今後の産業現場等における実習（９月、１１月、２月）で
も同様の調査を行い、データを集約する。産業現場等におけ
る実習ふりかえりの会での学校に対する意見も集約し、「白
兎の付けたい力」が本校の実態に対応しているか検討する。
・中学部、高等部の重複の校内作業実習について見直しがで
きるよう、生活介護事業所の内容を洗い出し、作業内容を選
択できるようにする。産業現場等における実習について中学
部から高等部６年間の移行が分かるように整理する。

・職員のニーズを集めるように努める。
・新しい活用法等の情報を提供していく。

B

健康安全
部 B

・児童生徒引き渡し訓練の体制や保護者への引き渡し方法、
関係機関との連携を充実させる。また必要な物品を購入し今
後の訓練や非常時に備えることでより一層の安全教育に努め
ていく。
・訓練等を通じて安全な行動の仕方、危険な場所や状況の予
測、回避方法、必要な援助の求め方、防災グッズの使い方等
を日常の学習に取り入れていく。

学部 C

・今後も学部、学年、学級で丁寧に情報共有しながら、危機
管理について見直していく。原因を分析し、指導の仕方やき
まり、ルール等を見直して未然防止に努めていきたい。

小学部 C

・担当者間で情報把握の齟齬がないよう、情報の整理、記録
の仕方を共有する。支援会議等、見通しを持って継続して設
定する。
・欠席児童への対応について、支援部、生徒指導担当等と具
体的な対応策を検討していく。

中学部 C

・一人で抱え込まない意識を持つために、全職員で生徒や保
護者の情報を共有し、学年団、学部で関係機関や関係者とつ
ながりながら生徒指導や教育相談を継続して行っていく。

高等部 B

・共通理解する内容について再確認し、取り組みを継続す
る。

支援部 C

・支援体制・情報共有等、改善点を発信し、活用につなげ
る。
・今後の活用につながるよう、システムや活用例を共有す
る。

総務部 B
「生活の手引き」の内容を検討し活用を進める。

支援部 C

・研修した内容を職員で情報共有し、今後取り組みたいこと
を実践していけるように働きかけていく。

・１５分研修の研修一覧を全職員に周知し、参加を促す。

・さらにセンター的機能が発揮できるように、学部や分掌と
協力して教育相談にあたれるようにしていく。

全学部
・分掌 C

・児童生徒支援に対する校内体制をさらに構築していくこと
で、外部からのニーズに合ったセンター的機能が発揮できる
ようにしていく。

・引き続き図書館資料を活用した授業の提案をしていくとと
もに、図書館環境の整備を進め、マルチメディアデイジー図
書をより授業等に取り入れやすくしていく。

C

・協議内容を簡潔にまとめたり、説明事項もわかりやすく提示する
等、相手に伝わりやすくする工夫を考えていく。
・行事等について、目的等について協議し、本当に必要なことを考え
ていく。
・声掛けを続けていく。

・月１回開催していた運営委員会をデータ上で意見のやり取りをするように
した。自分の都合に応じて資料に目を通すことができ時間の有効利用につな
がった。
・行事等の準備については前年踏襲が行われる傾向がある。
・月４５時間を超える職員については、業務内容等を聞き取っている。

・教職員が時間にゆとりをもった業
務が行われている。
・時間外勤務時間が削減されてい
る。

５　地域
における
センター
的機能の
充実

○ニーズに応
じた専門性の
発揮

・会議、研修等必要に応じて効率的
に運営されている。

・会議等の優先順位を洗い出す。
・行事の準備等に過剰なものがないかの点検す
る。
・業務過剰になっていないか管理職員が配慮す
る。

・それぞれの学部や分掌ではニーズに応
じてセンター的機能にかかわることがで
きる素地はあるが、学校体制としては整
備が不十分である。

・学校にある相談等について、
必要に応じそれぞれの学部や分
掌の強みを生かした支援や助言
をしている。

・学部、分掌でセンター的機能にかかわる
ことができる内容を整理する。

・校内では、指導や助言を求める際に誰に聞けば良いか明確になっ
てきつつある。

６　業務改
善の取組

○会議、研修等
の見直し
○業務の目的の
再確認

全体

・一昨年度と比較し時間外労働時間を縮減す
ることはできたが、職員によっては時間外労
働が常態化しており改善が必要である。

・生徒の様子について情報を共有しチームで支援しようとする雰囲
気ができつつある。何を報告・連絡するのかが不明確なため、全体
として共通理解する内容が統一できていない。

・チーム学部・学年の意識を持
ち、支援の検討、生徒指導や保
護者対応、教育相談等にあた
り、生徒や保護者の信頼を得て
いる。

・生徒の課題状況に応じたケース会議や相
談に努める。
・情報共有を大切にした職員の一貫した生
徒指導、進路指導を進めていく。
・保護者のニーズを踏まえて、支援部や関
係機関とつながる相談支援活動を積極的に
進めていく。

・様々な教育課題や相談に対して、関係
職員や関係機関につなげる教育相談の充
実に努めてきているが、保護者アンケー
トの結果からは十分に保護者のニーズに
沿っているとは言えない結果となってい
る。

・報告・連絡・相談のシステム
が明確化され、学年・学部とし
ての指導・支援が行われてい
る。

・生徒や保護者の情報共有に努め、迅速な対応を心がけてきた。関
係機関や関係者とつながりながら生徒指導や教育相談を行ってき
た。経過観察が必要なケースが多くあるため、支援部や生徒指導部
と引き続き連携して対応をしている。

・外部講師を招いて身体機能に関する研修会、行動上の問題を示す
児童生徒への対応についてグループで協議する研修会を実施した。
・専門性振り返りシートから職員のニーズを把握し15分研修を計画
した。参加者は昨年度より増えているが、年間の計画の提示ができ
ず、計画的な研修会への参加を促せていない。
・学部、分掌、教科担当の職員がグループワークの講師として参加
する形に変更し、特別支援教育研修会を実施した。

・生徒指導と連携して支援体制づくりを進めた。児童生徒の情報を
共有することで、早期支援（ケース会議・関係機関との連携）に活
かすように努めたが、別の業務と日程が重なる等により必要な時に
ケース会議ができないこともある。
・早期支援のための情報共有の仕方について、システムの改善(職員
の気づきを活かす）を図っている途中である。

・職員朝会、学部会、学年会等で、生徒の
実態や現状を報告、連絡、相談し合うシス
テムを構築することで、学年や学部で連携
しながら指導・支援にあたれるようにす
る。

・教育相談体制を整えることで、ケース
会議等、チームで取り組む機会が増えて
きているが、その取り組みを共有して次
に生かす・全体に広げるに至っていな
い。

・生活や学習の中での教師の気
づきや児童生徒の困り感をもと
に、適宜ケース会議を開いた
り、外部専門家や関係機関につ
ないだりすることで、児童生徒
への支援がより充実している。

・早期発見、早期支援・対応に向けた体制
づくりと活用に取り組む。（ケース会議、
生徒指導との連携、関係機関との連携）
・事例を紹介し合うことで、活用に生か
す。

・センター的機能として、担当の職員を
中心に取り組んできているが、学校全体
としてどう取り組んでいくのかを、整理
してさらなる充実を図る必要がある。

・センター的機能の充実に向け
て、教育相談や情報発信に生か
せるように全教職員ひとりひと
りの専門性を高まっている。

・専門性を高めるための研修及び１５分研
修の充実を図る。（専門性振り返りシート
の活用、研修内容の工夫）

・支援部や関係機関、家庭と連
携し、児童生徒の支援を進めて
いる。

児童生徒情報を学部や支援部等に伝え共有
していく。チェックシート、生活の手引き
の内容を検討する。

・不登校・いじめ等気になる児童生徒早期発見のための「チェック
シート」、「夏休みのくらし」を検討し、内容を改善した。各学部
や支援部と連携し、情報共有や早期対応に努めている。

・様々な災害から自分を守る方
法を学ぼうとする児童生徒の育
成を図りながら教職員の意識が
向上している。

・避難訓練、児童生徒引き渡し訓練の内容
を再検討しより充実した訓練にする。
・学校安全計画に従って着実な仕事を行
う。

・情報機器の操作、活用マニュアル等の
整備が十分でなく、アプリ等の活用も不
十分である

・情報機器の活用や、アプリの
活用方法について理解している
教職員が増えている

・学校と家庭と連携して２回目となる緊急災害時における児童生徒
引き渡し訓練を実施した。昨年度の反省を活かしスムーズな運営が
できた。児童生徒も落ち着いて訓練に参加することができた。

・食物アレルギーや障がいや疾病に配慮
の必要な児童生徒について健康、安全面
に関わる危機管理についての教員一人一
人の意識の高揚と体制を整備する必要が
ある。

・児童生徒の疾患や行動の把
握、アレルギーや感染症の対応
について共通理解し、学部全体
で危機管理の意識が高まってい
る。

・学部会等で日々のヒヤリハットに関する
情報を共有し、要因を検証し適切に対応す
る。

・児童の気になる行動に対して、児童を
取り巻く状況や家庭や関係諸機関と連携
しながら解決していく必要がある。

・関係者間でスムーズな情報共
有を行い、気になる事例や問題
に対して早期に対応している。

・学部全体で児童について情報を共有する
とともに、関係者同士（担任、学年、支援
部、SSW、管理職、外部の関係機関等）と
つながりを持ち、様々な視点を持って問題
解決に努める。

・関係者間の情報共有、連携をスムーズに行い、早期発見、早期対
応に努めている。
・欠席の多い児童に対するはっきりとした対応策を早急に講じる必
要がある。

・養護教諭、校医とも連携し、児童生徒にあった安全対策、対応の
改善をすすめている。（次年度以降の学習活動や行事を見越しなが
ら）
・日々、情報共有しながら、危機管理の見直しを図っている。けが
をする児童生徒や他害が起きた際も事後の適切な対応を心がけてい
る。

・５月の産業現場等における実習で１４事業所（Ｂ型事業所、生活
介護事業所）、１２名の卒業生（Ｂ型事業所）への聞き取りを行っ
た。卒業生保護者に卒業後の様子について聞き取りを行い、日曜参
観日で発表していただいた。「白兎の付けたい力」との関わりを検
討している。
・産業現場等における実習の結団式、報告会のねらい、学習内容、
学習形態等を見直した。８月に中学部、高等部担当が各学部の実
習、進路に関わる学習の現状と課題等について協議した。

・機器の使用に困った際にはその事項をまとめ、部員で共有しすぐ
に対応できるようにした。

・図書館資料を活用した授業が
どの学部でも行われている。

バリアフリー資料や図書館資料を活用した
授業実践例の紹介を行う。

・情報モラルの教職員の意識にばらつき
がある。

・基本的な情報モラルについて
の知識を習得している。

情報モラルに対する研修会を実施する。 ・夏季休業中に個人情報保護、危機管理について研修を行った。

・ⅮⅤⅮ絵本やマルチメディアデイジーパネルシアター等のバリア
フリー資料を活用して、各学部で授業の提案を行っている。雑誌
「学校図書館」や「としょかん通信」に本校の実践を紹介した。

評価基準　　Ａ：十分達成（100％）　Ｂ：概ね達成（80％程度）　Ｃ：変化の兆し（60％程度）　Ｄ：まだ不十分（40％程度）　Ｅ：目標・方策の見直し（30％以下）

情報機器のマニュアルを整備、ＩＣＴサ
ポート事業との連携等で研修の機会を設け
る。

・「付けたい力」が本校の実態
に対応していることが分かり、
実態に応じた目標を意識して指
導している。
・各学年の産業現場等における
実習の意義を理解し、生徒や保
護者に説明することができる。

・現場実習ふりかえりの会での学校に対す
る意見を集約する。障がい福祉サービス事
業所、卒業生・保護者への聞き取りを行
う。
・産業現場等における実習について中学部
から高等部６年間の移行が分かるように整
理する。進路に関わる学習の見直しをす
る。

・生活の手引き、生活のアンケート等の
活用、家庭や関係機関等との連携の充実
が必要である。

３ 様々な
危険から
安全を確
保する防
災・安全
教育の充

実

○防災、災害
に対する対応

策の整備

○児童生徒の
防災意識を高
める活動の推

進

情報教育
部

・災害時における対応の整備が進んでき
た。避難訓練、児童生徒の引き渡し訓練
の実施方法を再検討していくことでより
一層の安全教育に努めていく。

○教材の工夫

４　チー
ムで取り
組む教育
相談・支
援の充実

○スムースな
情報共有と関
連機関との連

携

・学部・学年でより一貫した指導・支援
をしていくためのシステム構築されてい
ない。

・図書館資料の積極的な活用が不十分で
ある。

・「児童生徒に付けたい力」が本校の障
がいの重度・重複化に対応した計画や学
習内容になっているか検討することが課
題である。卒業後の生活を見据えた、一
貫性のあるキャリア発達を大切にした教
育を推進する必要がある。


